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ロシアニン類 3 種、芳香族炭化水素 4 種のナノ粒子作製に成功している。
(3)5 種の貧溶媒中で VOPc ナノ粒子が生成することを実証するとともに、溶媒が媒質としてだけ働くのでなく、ナノ
粒子の粒径と相に影響を与えることを見出している。溶媒の各物性値とナノ粒子の粒径および相との関連性を詳細に
調べ、熱拡散係数との相関を明らかにし、溶媒の選択により粒径と相を制御できることを述べている。
(4)VOPc およびペリレンのナノ粒子生成過程を詳細に解析し、本方法における生成機構を考察している。 VOPc ナノ
粒子生成は光強度に対してしきい値があり、ナノ粒子生成がレーザーアプレーションによることを明らかにしている。
レーザー光照射による分散相のナノ粒子の平均粒径の変化を調べ、 VOPc 結晶の光励起された表面だけがフラグメン
ト化する「表面フラグメンテーション機構」を提案している。
(5)既に作製されているフタロシアニン類ナノ粒子の相と分散性がレーザー光照射により変化することを見出し、この
変化が出発フタロシアニンの化学構造と相および溶媒に依存することを明らかにしている。
本研究で開発した液中パルスレーザーアプレーションによるナノ粒子作製法は、溶媒のみならずレーザー光の波長、
パルス幅、強度、繰り返し周波数、照射時間を任意に変えることによりナノ粒子化過程を制御できるため、多くの有
機化合物に適用可能で、有機ナノ粒子の基礎研究およびその応用に大きく貢献するものと高く評価される。本論文で
得られた知見は、応用物理学、特に有機分子固体のレーザー科学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論
文として価値あるものと認める。
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